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機械的特性との関連性について検討し，極低温において靭性が低下するのは ε マルテンサイトよりも α' マルテンサ
イトの影響が大きいことを明らかにしている。
(2) 極低温における強化因子としては N による固溶効果のほうが加工誘起マルテンサイト変態よりも効果が大きいこ
とを示している。
(3) 高マンガン鋼の合金元素である Nおよび、Mnの機械的性質に及ぼす影響について比較検討し， Nを含有する安定オー
ステナイト鋼よりも Mn多く含む準安定オーステナイト鋼のほうがマルテンサイト変態誘起塑性によって靭性がよく
なることを示している。
(4) Mn および、 Cr などの化学組成を変化させた改良型高マンガン鋼電子ビーム溶接部の中性子照射下での低温機械特
性を検討し， Mn量が約 25%である改良高マンガン鋼が低温・中性子照射下における相安定性にすぐれていること
を明らかにしている。
以上のように，本論文は，高マンガン鋼電子ビーム溶接部を対象として極低温および中性子照射環境下における靭性
低下をもたらす因子について検討し，それらの結果から改良型と考えられる高マンガン鍋を提案したものであり，その
成果は溶接工学ならびに金属材料工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は，博士論文として価値ある
ものと 5忍める。
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